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〈第30国学会大会講演録〉

日 本 人 と レジャ

井上ひさし本

平成12年度の学会大会は、平成12年11月25日(士)と26日(日)の二日聞にわたり、明治大学駿河台キャンパス

にて開催されました。「第30回記念、大会」と銘打たれたこのたびの学会大会は、大会実行委員長の寺島善一

明治大学教授のご尽力により、井上ひさし氏の講演会をもって閉幕しました。この講演会は、明治大学の

協賛を得て、本学会の社会貢献活動の一環として一般公開されました。

講演会場となった、明治大学で最も収容人数が大きいと思われる「リパティホール1013教室」は、人気

作家の講演を聴こうと集まった一般聴衆でほとんど埋め尽くされました。後日、この講演を聴くことので

きなかった遠方の学会員らを中心に、資料請求の問い合わせや機関誌への掲載要望が少なからず寄せられ

ました。

劇作も多数手がけられている山形県出身の井上ひさし先生において、その話しぶりにみられる独特の聞

の取り万や抑揚や響きなど、発声された言葉が奏でる愉快な調子全体を文面に再現することなどおよそ不

可能です。ましてや、考えに考え抜いて言葉を織り成して作品に仕上げていく作家という立場の苦心を慮

ると、講演録とはいえども活字となって後世に残るものです。恐れながら試みた厚かましい依頼にもかか

わらず、それを暖かく受けとめて下さった井上事務所の渡辺昭夫氏のご協力をえて、こうしてここに講演

録を掲載でき嬉しく思います。

なお、井上ひさし氏の略歴については、大会実行委員会によって当日配布された印刷物に掲載されたも

のを以下のとおり転載させていただきました。(編集委員会)

*小説家・劇作家。劇団こまつ座文芸部。

1934年11月16日、山形県東置賜郡川西町(旧小松町)に生まれる。 1960年、上智大学外国語学部フラン

ス語学科卒業。放送作家として「ひょっこりひょうたん島J(共作)をはじめ、数多くのテレビ台本を手が

ける。小説に「手鎖心中J(第67回直木賞受賞)、「吉里吉里人J(日本SF大賞受賞)、「不忠臣蔵」、「腹鼓記」、

「ナイン」、「四千万歩の男」、「東京セブンローズ」など。戯曲に「井上ひさし全芝居」ほか。エッセイに

「井上ひさしエッセイ集」。他に農業問題、憲法問題、日本語問題、平和問題等に関しでも精力的に執筆活

動を展開している。

1987年には、 13万冊を超える蔵書を山形県川西町に寄贈し、図書館「遅筆堂文庫」が開館される。この

文庫を拠点に、 88年から毎年「生活者大学校」を開講している O
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手ムとレジャー

私が「レジャー」という言葉に最初に出会ったのは、

昭和26年(1951年)のことです。その時、レジャーセ

ンターという、当時としては大変巨大な建物が出来ま

した。こけら落としに美空ひばりショーと長谷川一夫

ショーというのを見たんですが、もう取り壊しました

けど、大変巨大な建物で、びっくりした覚えがありま

す。その時初めてレジャーという言葉に出会ったんで

すね。

色々意味を聞きますと、つまり余暇といいますか、

暇といいますか、暇な時に自由時間に楽しむ、そうい

うセンターであるという説明を聞きました。私は、あ

るいは私と同年代の少年たちは本当にびっくりしたと

思います。

といいますのは、ちょうどその 6年前の昭和20年

(1945年)の暮れは、例えば上野では 1日平均 6人の

餓死者が出てたんですね。

次の年の昭和21年(1946年)には、 6月に、官庁が

1ヵ月に10日間食糧休暇というのを設けました。これ

はどういう休暇かといいますと、 1ヵ月の聞の10日間

は閣の食糧を買い出しに行くのを職員に認めるという

ものです。大変食料難のひどい時代だったわけです。

それから、同じ 6月くらいに、東京郵便局が丸の内

にありますが、大量欠勤で業務停止という大変な事件

が起きまた。これは職員の方がみんな休みまして、食

糧を千葉とか神奈川とか埼玉の方へ買い出しに行った

のです。そんなひどい時代からまだ6年しか経ってま

せんので、このレジャーセンターという施設、つまり

遊ぶための暇をうまく過ごすための巨大な施設が出来

たというのに、非常に奇異の感に打たれたことを覚え

てます。

その後、レジャーブームというのが起きました。だ

いたい10年後ですね。

昭和36年(1961年)の自由国民社の流行語のトップ

に出てくるのが、レジャーブームです。戦争が終わっ

てまだ15、6年の聞にここまで世の中は変わってしま

うのか、ということで、ずーっとびっくり仰天が続い

ておりました。

みなさん専門家の先生方ですから、これから申し上

げることは先刻ご承知ということばかりだと臣、います。

ただ、そうでない方もいらっしゃいますので、専門家

といいますか、これを専門に研究なさっている先生方
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には申し訳ないのですけど、非常に初歩的な、私の余

暇ということについて、ちょっと調べたり考えたりし

てきたことを申し上げます。

「余暇」という言葉が日本語に初めて誕生したのが、

私が調べた限りでは、大正の12年(1923年)です。もっ

と遡れるかもしれませんが、大阪府の社会教育課が、

「余暇生活の研究」という調査報告書を出しました。

私の狭い調べの中ではこれが初出です。余暇という言

葉が最初に出た例です。これが当たってるかどうかは

わかりません。専門的に調べると、もっと更に前にこ

の言葉はあるのかもしれませんが、私が見た限りでは、

これがいちばん遡れます。いちばん古い、はっきり余

暇と余暇生活の研究です。大阪府の社会教育課が、当

時の、今でいえば普通の庶民の自由時間の過ごし方を

調査して、それを報告したわけです。

結論が非常に面白くて、ギリシャもローマも余暇の

使い方を間違えたから滅びたというのです。だから余

暇を持ち過ぎてはいけない、余暇はクリエイトアゲイ

ンのためにあるというのです。

やっぱり、役所っていうのは、大正時代から横文字

を使うのが好きですね。-create again つまり、

余暇は明日の労働の活力となるような健全なものでな

くてはならんと。労働力の再生産のために、余暇はあ

るそうです。ちょうど、おりしも日本は中工業、軽工

業を卒業して、日露戦争辺りから段々と重工業が起き

てきました。重工業化している最中ですから、そうい

う労働力のために、おそらくこういう調査も行われた

んじゃなL、かと思いますが、いずれにせよ、そのあま

り余暇といって、よか気持ちになってはいかん、(笑)

と。余暇をただ遊んでいると、ギリシャ、ローマのよ

うに滅びてしまうよ、という、そういうのが結論です

ね。

そうしますと、なんか余暇善導といいますか、余暇

を誰かが、お上が善く導いていくということになりま

す。もちろん「小人閑居して不善を為す」と言い、普

通の人聞が暇があるとたいてい悪いことしかしない、

という中国の教えも一緒にありまして、どうもずーっ

と、余暇に対しては日本人というものはかなり後ろめ

たい気持ちを持っていたと言えます。一例しか出さず

に結論するのは乱暴で、 3つくらい出さなきゃいけな

いんですけど、私は素人ですからこの一例だけもって…・・

どうも日本人というものは余暇といいますか、白由時

聞をあまり喜んでいないと、誰かの指導で暇な時間を



過ごすと考えている様です。

しかし、あまり暇があってはいけないというか、な

んとはなしに、余暇に対しては後ろめたい気持ちを持っ

ている人々が我々日本人ではなかったか、という結論

を早くも下したわけです。

ただ、研修旅行とか、調査旅行というと、みんな行

くんです。ただの旅行は、なかなかみんな行きにくい

みたいですね。研修旅行とか調査旅行とか、学会のた

めの旅行という風に、ただの旅行じゃだめなんですね。

何か勉強しているとか、そういうことがないと、今で

もなかなか休めませんし、有給休暇をなかなか日本人

は取らない、取れないというのはみなさんご存知の通

りです。

それからよく私たちが言う、「いや~、つき合いで

遊んじゃった。」という……自分は遊びたくないんで

すよね。でも、ほんとは遊びたいんですけど、(笑)。

ただ、遊んできたというと、どうも外聞きが悪いと。

ですから、「つき合いで」というのをつけるわけなん

です。

これを私なりに勝手に言いますと、どうも日本人と

いうのはどうやら誉められたいんですよO 誉められた

い主義が、私たちにはどうもあるらしい。

例えば、私は18.歳くらいで高校を卒業してから、ちょっ

と大学へ行ったんですけれど、半年くらいで休学しま

して、国立釜石療養所の事務方になったわけで、すO こ

れ、国家公務員です。いろんな療養所が当時たくさん

ありました。私の上司の庶務係長は、とにかく超過勤

務を取ろうという人でした。ですから、仕事が始まる

のが午後3時くらいなんです。それまで新聞読んだり、

アミダくじでお菓子買ってきてみんなでお茶飲んだり

していました。いよいよ仕事が始めるのが午後3時で、

必死でやると 3時間で終わるんです。僕らとしては、

朝の 8時半に療養所に入るわけですけれど、そこで必

死になってやればお昼には全部済んでしまうんです。

我々若い衆にとっては、午後すぐ帰れる方がいいわけ

ですけれど、彼は、官舎が側にあります。歩いて30秒

くらいの所ですから、子供が「ご飯出来たよー。」と

言うまで超過勤務をやって、下駄履いて30秒で家へ帰っ

て、晩酌なんか始めて、ちょうど夕ご飯ができるまで

働くんですが、これは名人級でした。我々はそこから

延々 1時間かかって家に帰るわけですけど超過勤務を

うんと付けながら、当管内の療養所では突出してはい

けないのです。 つまり、目立つてはいけないけれど、

井上:第30回学会大会講演「日本人とレジャー」

ある幅の中では最高の超過勤務を取ろうというのです

ね。それが、つまり庶務係長の腕なんですね。私は、

もう、ここには長くはいられないと思いました(笑)。

というのは、休めるのに休まない。極端に休みを取る

と周りがうるさい。という、なんか微妙なところで、

つまりこれから生きて行くのはどうも苦手だな、とい

うので、わたしは 2年ちょっとでやめたのです。

この「誉められたい主義」。逆に言いますと、「他人

の眼差し恐怖症」というやつですね。ある幅の中では、

最大限のことをやるんですが、ちょっと出過ぎると、

他人の目を非常に恐れている。これを普通に言います

と、人並み主義、横並び主義です。でもその横並びの

中で、ちょっとみんなに注意がきかないようにちょっ

と出る、という、ここの微妙なところが上手な人がど

んどん出世して行くわけです(笑)。

この誉められたい主義というのは、どうも今、全盛

のようです。ブランド物もそうですよね。「あ、ちょっ

といい物持っているわね。」と、ルイ・ヴィトンだと

か、何かを誰か持っていて、それをみんなで誉めてい

る内に、今度は、横並び、人並み主義が出てきて、み

んな持ってしまうということです。巨人ファンがなぜ

多いかというのは、これで解けるんですよね。つまり

誉められたいんですよね。強いところに。今年の巨人

軍なんか、もう乗ってしまえば絶対安全ですよね。も

う、優勝するに決まってますから。そうやって、「い

やあ~、巨人ファンでね、優勝しちゃったよ!J i良

かったですね!Jっていう風にちょっと言ってもらい

たいの(笑)。

それから、最近顕著になってきたのは日本中が全部

勝者に乗ってしまうということです。勝ち馬に乗って

しまう。力の弱い、どうもあんまり上手じゃないって

いう人が最初に好きで¥それがずーっと負けて悔しい

けど、そのままひいきにしていくというのがどうも苦

手になって、すぐ、パーン!と勝った人に、もう、み

んなで乗ってしまう O 誰もかれも大騒ぎで勝った人に

乗ってしまうという、その構造というのは、どうもあ

まり好きではありません。

例えば、いつか「ティラミスブーム」というのがあ

りましたよね?あれはイタリアのベネト州というべニ

スの近所に……日本でいうと山形県とか、秋田県だと

かあって、そこの県都というのが、 トレヴィーゾと

いう所ですけど、トレヴィーゾの郷土菓子なんですよ

ね。日本人が行って、あんまりおいしいんで、日本で
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作ったらどうだろう?といって作って、たった l年で

したけど、メチャクチャ流行りましたよね。

「ティラミス」というのは、 イタリア語をご存知

の方はお分かりでしょうが、「ティラ」というのは

151く」、「ミー」は「自分Jで¥「スJは「上へjです。

だから「上へ引き上げるお菓子」ですから、おいしく

て元気が出るという、そういう郷土菓子なんですね。

それが、日本でパーン!と当たったというのは、「あ

れ、食べた?J と言うと、 I~ 、や、食べてない。 J 1い

や、美昧いのよ。」と言って誉められたいというか、

「ああ一、あの人はなんか随分世の中に通じてる。」と

思われたいのです。結局これは、逆に考えるとすごく

わかり易いんですけど、ミラノとかローマのオフィス

街で、イタリア娘があるとき突然「ずんだ餅っていう

のは美味いのよりというので(笑)、東北の宮城か山

形の郷土のぼた餅に青豆を半分つぶして砂糖入れてま

ぶしたやつを「これ、美味い !Jってローマかミラノ

へ持って行って売り出したらイタリアの娘たちが行列

して、「ズンダモヂ!ズンダモヂ !Jと言うのは(笑)、

これおかしいでしょう?

それから、今ワインブームでしょう?これもよく考

えるとおかしいんですよね。

パリジャンか、パリジェンヌが、ノfリの住人・・…・パ

リのお嬢さんが、酒を飲みながら「これは越乃寒梅の…。

Jと、言うと思います? 1これは吟醸で。」とか(笑)。

日本人は平気でボジョレーヌーボーはどうだとか、や

たら妙に詳しいんですよね。これは結局知識を誉めら

れたくて、みんなでそれを勉強していく……。パルメ

ザンチーズなんて、イタリアでも間いたこともないイ

タリア人がいるんですけれど、日本人はたいてい知っ

てますよね。そういう風になんか知識を誇る、誰かか

らとにかく誉められたいという、そういう性癖がどう

も……。これは全部レジャーに関係してきますから

(笑)。どうも、その辺が私ちょっと分からなくなって

いるんですよね。 1日本人てなんだろう ?JとO 自分

も含めて置き換えてみると、全然ナンセンスなことを

日本人は必死になってやっているという O この精神構

造というのは、どいういうものかというのが、ちょっ

とよく分からんのですね。

それから、日本人の旅行者に多くて、イタリアのウェ

イターがみんな泣いているのは、ちょっと半可通のワ

インの知識がちょっとある人がいるときです。グルー

プで日本人があるレストランに入りますよね、そうす
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ると、そのウェイターはこの人がどうもこのグループ

のリーダーか、あるいはここでお金を払う金主だな、

というのがすぐ分かるわけです。それで、その人の所

へ葡萄酒の注文がくると、栓を抜いて昧見させるでしょ 7

そうすると、なまじっか変な知識があるんで「あ、こ

れダメだ。」とか言うわけですよ。するとね、それ全

部ウェイターがもっんです。つまりウェイターは、責

任持ってワインを選んでいるわけです。 1年に1本く

らいだそうです。聞ける時にヘタクソでコルクの粉が

入ったりする場合、これウェイターがそういうへマを

やったら、これ自分で自己負担で新しいのを出さなきゃ

いけないですから、あとはみんな吟味して出すわけで

す。それを、ちょっと知ったかぶりの日本人がいて、

女性なんかいるといいとこ見せようとして、「うーん、

これ、ちょっとだな。Jって言うと、これ反抗できな

いですから、それを下げて新しいのを持ってくる。こ

の下げたやつはウェイターがもつんです。だから日本

の観光客の知ったかぶりは困る、という、イタリアウェ

イター会の秘密かな(笑)……。なんだろうと思いま

すね。こういう……その、つまり新しいもの好きとい

いますか、ちょっと知識を誇りたい、自分の持ってい

るものをちょっと誇ってみたい、誉められたい、って

L 、う O

外国人が来ると「日本どうでした?Jと聞きます。

はっきり言ったらみんな怒り出しますけど、なんか向

こうがちょっと誉めたりするとなんかそれで安心して、

「うん」なんでいうことになるそのところ辺りはね。

ちょっと……、これ「レジャーJに後々関係してくる

んです(笑)。

日本・日本人のレジャーに関する諸問題

大正の12年 (1923年)辺りの大阪府の調べの様に、

余暇というのはたいしたものではない、簡単に余暇な

んか取って遊んでいると、日本の国は滅ぶ、というの

は違うことか、最近は段々と分かつてきまして、労働

時聞が少なくなって、生活水準が上がると教えられて

います。この辺はみなさんよくご存知だと思いますが、

余暇が多少は出来てきたのです。昭和36年(1961年)

の「レジャーブーム」というのがありますし、なんか

みんなで遊びに行くと、休みを取る、その休みを楽し

くやるという、そういう習慣は出てきたんですが、こ



れはみなさんご存知の通りに、せっかく出来た余暇、

これつまりあれでしょ?自由時間ですよね。静養時間

というのがありますよねO 人間寝たり、食べたり、体

をきれいにしたり、そういうことの時間・睡眠時間・

労働時間、あとで詳しいケースは申し上げますけど、

その聞に自分の自由にできる時聞を、実はレジャー産

業とか、マスメディア産業に、盗まれているわけです。

あれほど競馬に夢中になる必要もないし、あれほど

野球に夢中になる必要もありませんし、僕は今サッカー

に夢中になっているんですけど、それほどサソカーに

夢中にならなくても死なないわけですよO それで、な

んだかんだみんな夢中になって、自分の自由な時聞を

そこへつぎ込んでいく。結局せっかくできた余暇をそ

ういうマスメディアやレジャー産業に実は盗まれてい

く、聞いこまれていく。ですから、本当の余暇を、我々

はそのレジャー産業やマスメディア産業から守らない

といけないというくらい皮肉なことになっているわけ

です。

ディズニーランドなんてあんなに流行ってるのに、

僕一度も行ったことないんですよね。嘘っぽくてO ど

うせ中に人聞が入っているのになんで驚くんだ、って

いう O それから、 Ir食料の持ち込み禁止」 生意気だ

ぞ、こんちくしょー!Jつてな感じですよね(笑)。

で、まあ僕も温泉に行ったりなんかしますけど、と

にかく疲れるわけですよO 人がいっぱいいますし、そ

れから金がかかるし、帰って来たときに、なんか虚し

いですよね。そうやってせっかくできた余限をなんか

大きな産業に全部支配されているという構造はこれは

みなさんもうとっくにご存知だし、感じていますけど、

これはちょっとおかしいんじゃなL、かっていう風に昨

日の晩辺りに考えたわけです。みなさんの考えるのよ

りずっと遅いんですけど、ね。

それで、ちょっと計算してみました。人生80年とし

て、時間に直すと70万飛んで、 800時間ですよね。 70

万時間という風にしましょう。人生80年、 70万時間。

22歳で就職して、 60数歳で引退するとして、 40年間働

くと仮定します。そうすると、週 5日間、 1日8時間

働いて週40時間です。 1年で2080時間、 40年で 8万

3200時間働くわけです。ということは人生全部で70万

時間ですから、 8万3200百時間というのは、我々が80

まで生きるとすると、人生の中の約12パーセント働い

ているわけです。意外に働いてないですよね。我々は

人生の持ち時間の12パーセントは労働しているわけで
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す。

ところがですね。この数字、私、計算してすぐ分か

りましたけど、これに通勤時間が入ってないて、すよね。

だいたい佳復 2時間から 3時間ですよね。若い人が郊

外に家を建てるだの、マンションのちょといいのを買

うとなると、最近は都心にまたマンションが出来てい

るようですけど、色々な資料を引っ張り出してみると、

だいたい平均往復通勤時間……これ便宜上 3時間にし

たんですね。数が多い万がいいですから(笑)。

そうしますと、一生の問40年間働いていますとね、

通勤時間が 3万1200百時間です。

僕の知っている人がイタリア人ですけど、日本に来

て(可よりびっくりしたのは、「あれは、スベクタクル

だ!Jって言ってましたけど、朝のラッシュアワーで

す。「いや、これ通勤なんだよ。」って言うと、「いや、

これ通勤じゃなくて、旅行だ!Jって言うんですよね。

往復 3時間っていうと、これは通勤とはいえない、こ

れは旅行であると O 私も「ああ、なるほどな。」って

思ったんですが、いずれにせよ、その通勤時間40年間

を加算していきますと、人生の 5パーセントを通勤に

使っているわけです。そうしますと80歳で日本は世界

の長寿国というんですが、この人生の 5パーセントを

通勤に無駄に取られていたとして、他の国でも通勤に

1時間くらいは使うとして、 2時間で計算しますと、

だいたい 6年近く通勤時聞を使っているんですね、日

本人は0

80歳なんていばっている場合じゃないですよね。通

勤時間が長いために、その間……色々カセット聞いて

英語勉強したり、それから前の女の子のお尻ちょと撫

でたりですね(笑)。嫌な思いもしながら、そこには

人生がいっぱい詰まっていますけど、でもこれは自由

時閉じゃないですよね。なんでしょうね、牢獄みたい

な時間だと僕は思います。僕は朝たまたま早起きして

通勤電車に乗ったときまで、本当にサラリーマンの皆

さんにもう、脱帽ですよ O よくこんな戦争みたいなこ

とをして、会社に行って働けるもんだ。それで、友達

に言ったら、 I~、ゃね、午前中は働いてないんだ。休

んでるんだ。J(笑)っていうことを冗談で言った人が

いますが、でもあの通勤時間を 2時間にして考えると、

一生の持ち時間の 6年近く、実はあの混雑の中で、我々

といいますか、給料生活者は、時間を盗まれてるわけ

で、す。ですから世界一の長寿国、人生8C昨なんて威張っ

てもしょうがないんですよO 本当は74年くらいじゃな
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L 、かと。

まあ、段々日本人の平均寿命も縮まってきているよ

うです。この間の調査では男女共々1年近くも短くなっ

てきているんですよね。ですから、どうも私たちは、

あの通勤時間で、大事なもう二度と来ない、一瞬一瞬

が宝物みたいな、宝石のように貴重な時間を、あんな

ものに実は吸い取られていると。そうしてきますと、

これは日本の都市構造を変えないとだめですね。

生活空間とレジャー

例えばニューヨークのブロ}ドウェイを例に取り

ますと、だいたい芝居やミュージカルの閉幕が早いの

で7時半、普通は 8時ですよねO そうしますと、それ

を見に行く人たちは、いったん 5時で会社を終わって、

家へ帰ってドレスアップしたりドレスダウンしたりし

て(笑)、いや、ドレスダウンつであるんです。普通

のカジュアルに替えてしまうとか。それから社長に会っ

た日のサラリーマンは、そんな格好で芝居を見に行っ

てもしょうがないですから、家に帰ってドレスダウン

してしまうわけですよO それで、もう一度都心に戻っ

て来て、ちょっとお腹を……。芝居の最中でお腹が鳴っ

たりするとこれは苦しいですからね。真面目な芝居を

2時間くらいお腹が鳴るのを抑えて見るくらい、あれ

ほど辛い……。皆さんあんまり経験ないですか?なん

で辛いのかよくわからないですけど、邪魔になるから

でしょうね、自分の音が。それで気にすると鳴るんで

すよね、忘れようとしても鳴るので本当に困るんで、

それでちょっとお腹に入れて、 7時半、あるいは 8時

から芝居やミュージカルを見て、終わるのがだいたい

10時半くらいです。そうするとブロードウェイの近所

に150くらい劇場がありますが、常時間いているのは

だいたい50から60ですけれど、他の劇場は次のを仕込

んでるわけです。劇場の周りに色々なレストランがあ

りますから、見た人はみんないったんはレストランへ。

全員というわけじゃないですけど。奥さんが家出した

とかつて言うんで、すぐ家へ帰らなけりゃいけない人

がきっといるでしょうし、全員とは言いませんが、た

いていは芝居やミュージカルを見て終わったあとは食

事をするわけです。そこに他の劇場へ行った友達が入っ

て、「いや、俺遠のが良かった。」円、や、こっちはつ

まらなかった。」と、わあわあやって、だいたいお開
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きになるのが12時でしょ?

それでみんな家へ帰って、それで朝ちゃんと 8時半

なら 8時半、 9r侍って出勤して来るわけです。つまり

都心と、自分達の住んでいる場所が非常に近いと、都

市構造自体がそういう芝居を見るのに、非常に都合よ

く、うまく出来ているっていうことですよね。

日本でこれをやったら大変ですよ。新国立劇場が、

新宿の向こうにあります。で、丸の内で、今日、新国

立の芝居を見ると。じゃ、いったん家へ帰ってドレス

アップして来ょう!って言って戻って来ると、もう終

わってますよね(笑)。これ、働く所と、住んでいる

所があまりにも遠過ぎるために、例えば芝居好きな人

が本当に芝居を楽しむということが出来ないわけです

よね。それは、野球場にしても、色々な場合に当ては

まりますね。

つまり私たちの持っている時間というのは、質が悪

いんです。本当に質の悪い時間を我々日本人は持って

いるのです。

より良い住環境とレジャー

ついでですから住宅問題についてもちょっと言いま

すと、例えは‘イギリスでもドイツでも、とくに、オー

ストラリアは、僕ちょっと詳しいんですけど、 1年い

ましたから、住宅の月賦はだいたい99年なんで、すね。

99年間で払うんです。ですから、月々っていいますか、

年々の払いは非常に少なくて済みます。向こうは香港

だってマカオだって租借する時には99年っていう、あ

れがつまり99年っていうのはどういうわけだか、向こ

うの人のある月賦を払う期間なんです。ですから三代

かかって家代を払っていくわけです。それで、オース

トラリアなんかもっとひどいっていうかすごくて、普

通の不動産会社は絶対ローンを組めないんです。政府

と組むんです。だから僕が高校を卒業します。向こう

の人は無駄に大学に行きませんので、お医者さんにな

るとか、学者になるとか、そういう人は大学に行きま

すが、普通の勤めに出る人はみんな高校でいいんです。

それで、高校出て…僕が18歳で高校を出たとします、

それで、家が欲しいとなったら国とローン組むんです。

そうすると、最低でも150坪から200坪くらいでレンガ

建てのきちっとした、もちろん200年も300年ももっ、

向こう地震が無いせいもありますけど、そういうのを



国とローンを組むわけです。ですから愛国心もありま

すし、この国つぶしてなるもんか、っていうのもある

わけです。つぶれてローンをあれしちゃった方がいい、

っていうそういう考え万も(笑)あるかも知れません

けど。それで、働き始めて、郵便局なら郵便局で働い

て、自分は郵便制度あるいは定期貯金についてもっと

勉強したいっていう人は、改めて大学に行くんですね。

それで、会社でも官庁でも、大学に行く自分のところ

の社員の給料なんか減らしたら、これは政府が黙って

いませんし、きちっと給料も払わないといけません。

それで戻って来たら、ちゃんと席をもちろん用意しな

きゃいけないわけです。

そういう風に、家は人格の一部であるっていうこと

を、向こうの人はよく言うんですね。ですから自分の

家をよく案内しますし、自分の家でパーティーなんか

やりますけど、つまりどんな家に住んでいるか、どん

なインテリアにしているか、どういう風に芝生を手入

れしているか、全部その人の人格の一部になっている

わけです。ですから、そうやって99年月賦で少しずつ

払いながら、いい家を自分のものにする、それで、そ

こでの休みっていうのは、この質はいいですよね。ロー

ンの払いに99年ですからね、何しろ。しかも日本円に

して200坪くらいの、これは全然事情が違いますから

一概には言えませんけど、参考までに言いますと、だ

いたい200坪くらいでどんなに高くても 1200万くらい

です。それで、そこに上物が乗っかつて、だいたい

2500万くらいになると、 99年間で払うわけですから、

もうほとんどもらったようなもの…そうでもないです

かね?まあ、もらったに等しいくらいのお金をずーっ

と、自分の子供も払いますし、孫も払って、とにかく

99年間で払えばいいわけです。それで、そうやって、

みんなでそういう制度を作ってみんなが家をちゃんと

持てるようにして、そこで出てくる時間というのは、

これは非常に上質だと思いますね。家へ友達みんな呼

んだり、庭でバーベキューやったり、ただ寝っころん

でみたりなんかしながら、日本でもそれと同じことし

ても、金はかかっているし、なんかどうも日本人は誰

かに質の悪い時間を押しつけられているって感じしま

せん?僕はするんですね。みなさんも「うん」ってし

てくれないと困るんですが。まあ(笑)、それはいい

です。

それでですね、私は山形県の南部で生まれました。

今は川西町っていう小さな町なんです。人口 1万8000
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人です。それでシドニーと、キャンベラ…キャンベラっ

ていうのは、首都です、特別区です。キャンベラに…

シドニーとメルボルンっていう、二つの大きな都会が

あって、これ{中が悪いんですね。ものすごく仲が悪く

て、シドニーっていうのはだいたいイギリス本島で、

政治犯とか悪いことした人が島流しになった人達が作っ

た町という風に言われているわけです。そこでオリン

ピックがあったわけですけど、メルボルンっていうの

はそのあとに聞けたところで、これはちゃんとした移

民だ、という風にメルボルンの人は言うわけです。そ

れで、この国の首都をどこにするかというときに、シ

ドニーとメルボルンがほとんど戦争みたいに、「ウチ

だウチだ!Jっていう風に争ったわけです。それでと

うとうそのちょうど真中に作ろうということになりま

した。どっちかにあると、どっちかがやめた!とか、

そうなってしまうので、ちょうど定規で測って、丁度

真中にキャンベラという、これは「二つの乳房」とい

うアボリジニの言葉らしいんですけど、山が丁度二つ

あって、すごくいい所があるんですけど、そこに首都

をつくったわけです。それで、その首都のキャンベラ

の計画都市です。世界中からプランを集めてアメリカ

の建築家がコンクールに入りまして、まだ建設中なん

です。 70年かかっても、まだ未完成なんです。遠大な、

例えば、高速に入って車のハンドルを15度にやっとく、

どこそこに行きたければ車のハンドル 7度くらいに曲

げておくと、そのまま、ずーっと行きながら、そこに

着いちゃうっていうとんでもない計画された土地で、

真中に湖があって、なぜか世界で自殺率が一番多いっ

ていう(笑)。つまり、変な所がないんですよ。全部

締麗で、はっと曲がると飲み屋街があって、歳がいく

つだかわかんないような女の人が「ちょっと-Jなん

ていうそんな所じゃないですからね。そういうところ

がないと、どうも人間はダメらしいですよ。もう全て

が明朗清潔で、結局自殺者が多いっていう…・・僕が行っ

てた頃はそういう言古でしたが、そのキャンベラとシド

ニーのちょうど聞にゴールパーンという、やっぱり人

口1万8000の市があるんです。「ああ、自分の生まれ

た町と、ここの人口は同じだな」と思います。シドニー

からキャンベラにパスで 4時間くらいかかるんですけ

ど、パスで 2時間でちょうど真中のそのゴールパーン

という所に着いて、そこでちょっとパスも休憩します。

あそこの名物はミートパイという、小さな……日本で

言うと鰻頭でしょうね。飽子の代わりにミートスパゲ
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ティに、なんか肉を。こう……よくわかりませんけど、

そういうのが入っていて、あったかい出来たてをみん

なで食べながら、あそこの名物はシードルという林檎

酒ですから、それを飲んで、、 30分くらい休んでまたシ

ドニーに行きます。そこがちょうど、人口が僕の生ま

れた町と同じだと言うんで、行く度にそこで降りて、

一晩泊まったりして色々調べてみました。川西町とい

う、山形県の南部の小さな町と、そのゴールパーンと

いうのが同じ町なのにですね、 65歳以上の人が、これ

昭和51年(1976年)の話しなので、今はちょっと違っ

ているかも知れません。でもだいたいこんなもんだと

思いますが65歳以上の人が、川西町は3000人。 1万

8000人の内、 3000人が65歳以上です。で、ゴールパー

ンっていう同じ人口の町が2700人ですね、 65歳以上は。

それで、訪問へルパーが川西町は 3人ですね。ゴール

パーンカ'150人です。訪問看護婦は、川西町が l人で

す。ゴールパーンは30人です。つまり今はちょっと様

子が違っているかも知れませんが、訪問へルパーは。

川西町の場合は、これでは川西町がすごく悪者になっ

てますけど、これ日本のどんな町にも当てはまるわけ

ですよ。みんな横並びでやってますから。あの町がこ

れで、これだったらウチもこれだ。なんてなことやっ

てますからね。つまり訪問へルーパーは川西町は1000

人に 1人なのに、ゴールドパーンでは18人に 1人なん

ですね。それから訪問看護婦、 1人しかいませんから

3000人の65歳以上の老人が3000人いるところに看護婦

1人ですから、 3000人に 1人ですよね。ところがゴー

ルパーンでは30人いますから、 90人に 1人訪問看護婦

がいると。それで、これでも足りないって言ってるん

ですね。 3000人に 1人しか訪問看護婦がいない日本の

町に対して、 90人に 1人は訪問看護婦がいます。しか

も足りないと言っいるそのオーストラリアの町。これ

に比べると社会措置・住宅・土地とか色々なことを比

べても、いかに日本人の生活の質というのが悪いかと

いうのは、もう、みなさん感じていらっしゃると思い

ますし、一応、少し数字を出しましたけど、こんなひ

どい国に質の悪い国に私たちがしてしまったんですね。

我々に責任がありますね、これは。あんな首棺さえや

めさせることができないわけですからね(笑)。それ

で我々の投票無しに、また決まってしまうという、江

戸時代よりひどいんじゃないでしょうかね。

それで、そういうその自分たちの、自分たち……つ

まり世界第 2位の経済大国とかなんとか言いながらた
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くさん利益が上がったはずなのに、我々一人々々の国

民の生活の質…これはもうほんとに粗悪もいいところ

ですね。これはもう言っちゃなんですが後進国並みで

しょう。あの儲けはどこ行っちゃったんだ。僕が持っ

てるなんでいうと嬉しいんですけど(笑)、そうでは

ないんです。どこかへ行ってしまって、そういう儲け…

例えば、ヒοル・ゲイツっていますよね。あの昭和30年

0955年)生まれ、今年45歳でマイクロソフト社を作っ

て…。ちょっと調べてきましたけど、資産は580億ド

ルといいますから、 1ドル110円にしますと、 6兆

4000万円ですね。 6兆4000万円の個人資産を持ってい

ます。立志伝中の人といいますか、 20世紀最大の出世

をした人という風に言われて…これシアトルという所

の、シアトルマリナーズのある、あそこの出身なんで

す。それで、彼は、 2年前、全アメリカの少数民族の

高校生に奨学資金を出したんです。これは20年間続け

るんですけど、毎年10億ドル、つまり 1110億円、これ

を毎年全アメリカの少数民族、日本、つまりアジア系

であるとかスペイン系であるとか、インディアン系で

あるとかそういう風に、 WASPじゃない、白人以外

の少数の民族の中で高校の成績のいい生徒が全部これ

引っかかるらしいんですけれど、そこに 1年間で1100

億の奨学資金を出して、少なくとも最低20年間それを

続けるっていうのを 2年前に発表しました。それで今

年、ビル・ゲイツは同時にシアトル市の図書館に毎年

2000万ドルを寄付すると。つまり、 22億円ですね。こ

れは別にヒル・ゲイツが偉いというのではなくて、向

こうの資本家には、やはり資本家の倫理があるんです

ねO つまり自分一人で儲けたわけじゃないんです。マ

イクロソフト社の製品を世の中が必要としたから、売

れたわけですから、これは自分が発明して考え出した

んですが、それを受けてくれた社会のおかげもある O

という風に考えれるわけです。それで、これほっかぶ

りなんかすると石なんか投げられますから、必ず向こ

うの大金持ち、儲けた人はカーネギーホールを作ると

か、カーネギー財団を作るとか、っていう財団を作っ

て、世間の恨みを中和するっていうか、そういうあれ

もあるでしょうけど、儲けたものはいったん社会に返

していくのです。

ビル・ゲイツの場合を調べて申し上げましたけど、

シアトル市の図書館というのはこれもう世界ーの図書

館になりました。彼は出身のシアトルに自分の儲けを

どんどんどんどんつぎ込んでL、くわけですね。そうやっ



て地域を、自分の生まれた所を更に良くしていって、

世界でいちばんいい地域にしていこうと、そういう覚

悟があるわけですね。

それで、日本の資本家はそれをやっているか?

やっているところもありますよね、多少。三井記念

病院とか、安田講堂とか、それからトヨタ財団とか。

多少やっていますが、しかしこれほど華々しくやりま

せんよね。

ボランティア活動と生活の芸術化

我々の税金はどこへ行ったか。あれほど働いたのに、

社会につぎ込まれて社会の質が良くなっていって、そ

こで生きている私達の生活自体も質が良くなるという

ことは全然やって来なかったわけです。しかも、この

方向を私たちが選んでしまったんですね。若い人は別

として、僕らの年代から上、あるいはもうちょっと下

から上ですね。昭和20年(1945年)に選挙権のあった

人…というと70代以上になりますか?そういう人たち

がこういう国を作ってしまったんで、すね。その問、次々

に選挙権を持っている人たちが目先の所得倍増とか、

そういうものを選んできたのです。それから自分を生

涯面倒見てくれるのは、昔は家だったんです。だから

家を大事にしたんですが、やがて企業が自分の生涯を

面倒みてくれそうだっていうんで会社、企業…自分の

所属している企業に全てを自分を預けてしまって、社

会というものを、地域というものを全然考えないでき

て、その結巣これほど粗悪な自由時聞を、我々は持た

ざるえなくなった、という風に言っても過言ではない

と思います。

ですから、余暇を考える前に、私たちの普段の生活

の、この時間の質の悪さというのをどうしたらいいか

ということが私から見ますと、大事ではないかと思い

ます。余暇も、結局私達の時間は全て人だらけで疲れ

る、金はメチャクチャかかる、帰ってくると疲れる、

虚しい、ってそういう、今度はそういう巨大な産業が

我々の自由時間を収奪しようとして、身構えているわ

けです。

ここをなんとかしないと、やっぱり余暇の、余暇社

会学というのが、どうも始まらないような気がします。

こんな国を愛せと言われでもちょっと無理ですよね。

まあ、僕の国でもありますから愛したいんですが、ゃっ

井上.第30回学会大会講演「日本人とレジャー」

ばり外国に行ったりしますと「なんであんなに悲しい

国になってしまったんだろう。」と思うのです。

それは、自分も責任があります。 1億分の lくらい

責任がありますから、全く手放しで、なんだあの国が、

っていうことはできませんO

自分の身を切るような思いで、なぜこんな国に、 50

年かけてこんな国になってしまったんだ。という、そ

ういう話が、私にはあるんですね。勝手に悲しんでるっ

て言われるとそれでおしまいなんですけど、つまり、

我々の余暇の質を良くするためにはこの社会の構造を

少しずつ変えてL、かないとダメだと、いうことになる

と思います。

ではそのためにどうしたらいいか?

そこで色々考えて、僕はイギリスに行ってて、モリ

スなんでいう人のことを昔読んだことを思い出して、

どうもこれは手っ取り早く、ボランティアと生活の芸

術化だな。という風に思い始めたんですね。

つまり例えば、オーストラリアでいいますと、電話

ボックスに入りますね。そうすると電話ボックスに40

ヶ国くらいで、もしこの電話の掛け方がわからなかっ

たら、ここの番号へ電話して下さいって書いてありま

す。日本語で書いである、英語で書いてある、ギリシャ

語で書いである、イタリア語でスペイン語で、ネクチャ

語でゲタ語で、ゲタ語というのは、 800人くらいしか

しゃべる人はいませんから、 800人からオーストラリ

アに移民する人は余りいないと思います。とにかくだ

いたいオーストラリアというのは複合国家ですから、

だいたい40くらいの違う言葉の人達が集まって、国を

作っているわけですよね。ですから移民して間もなく

の人が例えば子供が急に具合が悪い、どこへ電話しよ

う?と言ったとき、電話ボックッスに入ればそこに自

分の知ってる言葉でここへ掛けろと書いてあるんです。

そこへ電話するとそこは全員ボランティアです。その

言葉がわかる人たちが、いつも当番に詰めていて「ど

うしましたか?Jとその掛けてる人の国の言葉で答え

てくれるわけです。それで、「子供が今ちょっと具合

が悪い。どこへ連れて行ったらいいんでしょう ?Jと

聞けば、その人が「こういう所へ行ってください。」

と、「今こっちからそこの病院に連絡しておきます。」

「そこに行くにはこういう風に行ってください。」って

いうことを答えてくれます。僕も日本語で書いである

んで試してみましたけど、やっぱり日本人で向こうに

帰化した人が出てきました。色々聞いたらもちろんボ

45← 
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ランティアですよね。つまり自分の余暇を自分の為だ

けに使うか、それからもう一度社会に戻していくかっ

ていう、その社会に戻すという方向が、日本は……こ

の頃すごく出てきましたが、ちょっと弱いですよね。

つまり地域、自分の住んでいる所を、うんと質を良く

すると、そこに住んでいる自分の時間の質も良くなる

という。地域共同体といいますか、それがいつのまに

か日本人になくなってしまったというよりも、社会の

出来方が、 50年かかってそれを成立させない方向へ実

は進んで行ってしまって現状に至る、ということだろ

うと思います。

それから、たいていみんな退職した人は、その町に

ある孤児院とか、児童養護施設とか、幼児院とかで、

お母さんとお父さんがいない子どもたちとか、お母さ

んがまた病気で、お父さんもいない、子供を引き取っ

て、なんでしょう……精神的な親になってるんですよ

ね、全ての人が。そこの施設の子供たちを、全部そこ

の町の誰かが退職した人……65歳以上のおじいさんか

おばあさんが必ず面倒を見て、そうやってその地域を

支えていく。つまり地域の時聞をできるだけ値打ちの

あるものにしていくということをやっているんです。

私たちはその訓練を受けてませんので、 H震があれば

仲間で旅行に行ったり、その住んでる地域に自分の力

を、その地域に注ぎこんで、その地域を良くしていこ

うとそのことをあまり訓練されてません。そこが苦手

なんですけど、そういうことをやっていても成立して

いく国ですから。日本はこの先どうなるんでしょうね。

これほど他人に冷たい国……交差点で、お互いに青信

号になるのを待っているとき、道を挟んで、20人ず、つく

らい脱み合いになりますよね。あれ、ほとんど戦争で

すよね。それで、鞄をしよってパーン!とぶつけてき

ますし、何がおもしろくないんですか?非常に、まあ

僕もそういう顔しているときありますから、あんまり

大きなこと言えませんが、これほど切羽詰った顔色で

信号渡っている人たちっていうのは珍しいんじゃない

ですか?

それで子供たちと、つまりまだ保護のいる人たち・・

子供たちですね。それからこれから保護を必要とする、

歳をとった人たちに、これほど冷たい国もないですよ

ね。つまりそういう国に私たちは50年かかってしてし

まったわけです。ですからそこに生まれる時間はいく

ら時間があっても非常に嫌な、濁った、質の悪い時間

がそこへ出来てくるわけです。

一 46

ボローニアの歴史と政治

私がよく知ってる街の話しをさせて下さい。ここは、

つまり、さっき言いました生活自体の、生活の時間の

質を良くするためには色々な方法があると思いますけ

ど、芸術で質を良くするという、そういうことに成功

した街があるんですね。そこのところを私随分調べて

ました。イタリアにボローニャという街があります。

イタリア半島がありますよね。丁度足に例えますよね、

よく;!do シチリア島という島があって、あれがサッカー

ボールでこっちが足なんでイタリアはサッカーがとて

も強いんだっていう風に言う人もいます。それから膝

小僧辺りがちょうどローマですけど、この足は女性の

足か男性の足かという有名なナゾナゾがありまして、

ずーっと足の付け根の方にベニスっていう街があって、

これ発音を間違えると、これは男の足であると。イタ

リア人に会うと、必ずそれを言いますから、受けたふ

りをして下さい(笑)。ちょうど、ローマからベニス

の聞に、昔から、ローマ時代から、街道があるんです。

その街道は山を越えます。アベニン山脈というんです

けど、 2000メートルくらいのたいした山脈ではないで

すけど、イタリアでは最大の、もちろんスイスの近所

に行くともうすごい山がありますけど、半島の中では

一番高い山ですね。そこを越えた道がベニスに延びて

いるわけですね。ですからみなさんからご覧になると、

こういう風に、イタリアがこうなってこう、足があっ

て、ここにシチリアがあって、でこの膝小僧が出た辺

りがローマがあって、ちょうど付け根ですね、ベニス

といいますが、その辺に真っ直ぐ街道があります。そ

れで、アペニン山脈を越えたところからイタリアで最

大の平野が広がります。ポウ川というのが流れていま

して、そのポウ川の流域ポウ平野っていうんですか?

ここは米なんかも獲れる所ですが、ボローニャという

のは、そういうローマ時代以前から今度はミラノの方

と南イタリアに行く、あるいはアドリア海の都市から

ミラノやフランスへ行く、丁度交差点なんですけど、

交通の要所なんですね。それで農産物の集積でまず街

が出来て、宿場町でもありますよね。そうやってずーっ

と発展してきた街ですが、 19世紀くらいからは、精密

機械を作る工場なんかも出来て、なかなかおもしろい

街です。それで、ヨーロッパでいちばん古い大学がこ

こに出来ます。ボローニャ大学は1088年にできました。

ボローニャ大学…これ、ヨーロッパでいちばん古いん



です。それでこの大学の出来方はですね、生徒たちが

組合を作るんですね。個人教授で、あるいは修道院に

行って勉強を教わるんですが、どうも先生のレベルが

でこぼこだったり、月謝をある先生は多く取るし、あ

る先生は安いのです。それで教わっている若い生徒た

ちが組合を作って、そこの組合学校へ先生を呼ほごうと

したのです。そうすると、いい先生が来てくれるだろ

うし、怠ける先生は我々組合員が排除できます。これ

がつまりボローニャ大学の始まりです。それで、こう

いう商業の要衝地ですから、ここに商法とか、法律の

学問が発達していくんですね。ちょっと遅れて今度は

パリ大学っていうのができます。これは先生方の組合

です。個人教授の先生たちが、どうも生徒たちが月謝

をtムったりfムわなかったりするので、これはまとまる

必要があると教師が作ったのがノfリ大学ですね。ハー

ノてード大学というのは、ある牧師が残した本を街が遺

言で預かつて、それを分類して読み方を勉強したりし

ている内に、やがて自然にそれが大学を成していって、

ハーバード大学になりますよね。日本の大学はご存知

のように私立は別として、官学は政府の役人を育てる

ために、政府が作るわけです。ですから、大学のスター

トでもだいぶ違います。はっきり言って、東大の卒業

生はかなり眉唾っけないと半分くらいは、みんな役人

になるために養成されているわけですから。まあ他の

大学の悪口はよしましょう。ただ、日本の官学はそう

いうお土の声がかりで出来たのです。ボローニャ大学

は生徒たちが組合を作って、先生を迎えて大学の形態

を作って、それが1088年に色々総合されて、つまり結

ばれてボローニャ大学になるわけですね。それでここ

は法律学の世界的中J心です。

さっき言いましたが、 18世紀に色々な機械工場が出

来ますんで、工業大学がたくさん出来ています。人口

はだいたい50万です。日本でいうと、どうでしょうね。

山形よりもちょっと大きいくらいですかね。仙台より

は小さいですね。日本で50万というとたいした都市じゃ

ないではないですけど、その人口が50万ある、ボロー

ニャのマーニャ県とかいう県の首都……ここまでが前

説なんですが、ここは第 2次世界大戦でこてんぱんに

戦場になって、メチャクチャになったんですよね。そ

れで戦争が終わった後に、そこの市の市議会と市長が

共産党だったんですよね。当時共産党……。イタリアっ

て不思議な国で、カトリック信者が90パーセントいる

んですけど、その頃投票すると、 50パーセントが共産

井上:第30回学会大会講演「日本人とレジャー」

党に入れていたんですね。誰かずるしているんですよ。

生きている聞は共産党で行こうという人が大勢いた

と思うんですね。社会主義ですね、要するに。それで、

ヨーロッパ中が廃壕みたいになりますから、有名なハー

バード大学で当時のマーシャル国務長官っていう人が、

だいたい向こうの政治家っていうのはアメリカの政治

家も、イギリスの政治家もみんなそうですけど、重要

な政策は大学で発表するんです。つまり大学にはこれ

からこの国を作っていくエリートの若い青年ーたちがいっ

ぱいいるわけですから、その大学を自分で選んで、自

分の選んだ大学の何かの式典にかこつけて、これから

こういう政策をするっていうので、学生たちの反応を

見るわけです。マーシャル国務長官もハーバードの卒

業式に来賓として招かれて、そこでスピーチをします。

そのスピーチの内容は、「我々はすべてヨーロッパの

移民である。」と、「ヨーロッパは今度の戦争で大変に

やられてしまった。」と、「この復興に手を貸すのは、

つまり我々の先祖に対する礼儀ではないか。」という

演説をするんですね。それで大拍手で、それがその当

時のアメリカ政府の政策になります。それで、ご存知

の「マーシャルプラン」というのが始まるわけで、すね。

それで、ヨーロッパにたいへんな援助資金がアメリ

カから流れ込むんです。アメリカももちろん計算して

います。そうやってお金や物をヨーロッパに流すこと

によって、それを安く売ったり、アメリカで出来た商

品をヨーロッパで売るという目的もありますし、それ

からぐずぐずしていると共産党が強かったですから、

ヨーロッパが赤くなってしまうんじゃないかという恐

れもあって、早くヨーロッパにお金を注ぎ込んで、ア

メリカの力でヨーロッパを建て直そうと、そういう色々

な外交も兼ねて、そのマーシャルプランがヨーロッパ

の各国へ流れ込んだんですね。イタリアにももちろん

アメリカから膨大な援助資金が来ました。そのときに、

当時のイタリアの中央政府の首相は、ちょうどキリス

ト教民主党という、日本で言うと、自民党みたいな保

守政党は中央政府なんですね。それで共産主義の侵入

を防ぐ意味もあるんで、ポローニャにはもう共産主義

が入ってる、社会主義が入ってるなんていう所にはお

金は出さないよ、ってうっかり言っちゃたんですね。
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ボロー=アの街づ〈りと市民

ボローニャ市の市会議員の選挙が間近だったんです。

それで、ボローニャ市民にお金が欲しかったら、今度

の投票でキリスト教民主党に入れなさいよ、という風

ななぞをかけたんですけれど、ボローニャ市民はもの

すζ く怒ったんですね。そんな金は要らないと、その

代わり、これから我々がやることに政府はいっさい口

出ししないで欲しいということで、有名な五つの町の

憲章を作るわけです。もう固と縁を切っちゃったんで

す。国が金を出すから口を出すというのをやめさせた

んです。金は要らない。我々が投票で選んだ自治体の

政府といいますか、それが気に入らなくて、金をよこ

さないとかよこすとか言うんだっらそんな金は要りま

せんと。その代わり今後ボローニャ市、及びその県で

すね、ロマーニャ県については我々が勝つ手にやるん

で、いっさい口出ししないで欲しいと言う風にみんな

で決めまして、それで 5つのことを決めるんです。 1

つ目はですね、投機としての土地の売買は禁止する。

よんどころのなく引越したりなんかする場合はもちろ

んそれはしょうがないですが、金儲けのために土地や

建物を売買するのはいっさい禁止する。これは大変な

禁じ手を、自分達にはめたわけですね。もし売買が後

で調べて投機のためと分かったら、その利益は全部市

が没収する、ということを決めたわけです。次にその

土地の売買、ょんどころない売買であっても、市の政

府に先売権があると、つまり先に買う権利が市側にあ

ると。ある所が、よんどころない理由である場所が売

りに出て、 Aさんがそこを買うというその時に、市政

府が、市役所が、そこは公園にしたいと思って市も買

うよ、と言った場合には、必ず市に売らないといけな

いわけですね。そういう先売権というのを、市に市民

達が与えたわけです。それから 3番目に用途制限です。

街の中心にある旧市街の歴史的建造物は完全に保存す

る。と、これはヨーロッパでは当り前のことなんです

が、そして、郊外の緑地を保全すると。更に、これが

ユニークなんですけど、機械工業のまた街ですから、

農業の集散地、学問の町、 5人に 1人は学生がいる、

学生のたくさんいる街なんですが、同時にここは機械

工業、精密来機械工業の町で、この工場が従業員が

300人以上になった場合は、必ずそれを枝分かれさせ

ていくことにしました。工場を大きくしないのです。

郊外に四角い箱なんか建っちゃだめです。これは、具

~48 

体的に後で説明します。 300人以上の、つまりある程

度工場が流行って、大きくなったらこのまま大きくし

たらダメなのです。これも後で詳しく説明します。そ

れと 4番目は直接民主主義と、間接民主主義を併用す

ることにしました。どういうことかといいますと、普

通に選挙で市長や市会議員を選ぶんですが同時に人口

45万…当時45万ですけど、そこを19の区に分けるわけ

ですね。これ「クワルティエーレ (quartiere)Jとい

うんですけど、区画という意味ですよね。それで、こ

こを全部評議会にして、住民がだいだい、そうですね

1万9000から 2万人くらいの単位に19に分けまして、

そこに住民が代わる代わるボランティアでそこの評議

委員になるわけです。 21人くらいで。それでそこの区

域のことを一生懸命に考えて、それぞれがここの区域

のこれをこうして欲しいというのを今度は、評議連絡

会と言う所に出すわけです。これを「クワルティエー

リj という lつの機関で、 19に分けた所で、色々その

その場所での色々な問題をもう 1つ上に上げていくわ

けです。それで、その連絡会がそれをまとめて、市議

会や市長に出した場合にはそれがいちばん優先するん

です。

つまり選挙である市長を選んで、 最初の 1年くら

いは良かったけど、後はなんだかわかんないという

のを補うために直接制も入れているわけです。だから

間接民主主義と直接民主主義を併用しているわけです。

それで、当然市議会や市長はボランティアです。給料

は実費だけです。議会はすべて夜です。これは一般市

民が参加できるように市議会は夜の間聞かれる。だか

ら、市長も市議会も昼間はちゃんと自分の仕事を持っ

ているわけです。議会で生活を立てるということは全

然考えないボランティアです。それで議会、それから

そういう委員会はすべて夜、ですから市民はどんどん

参加していくと、そういう形態をこのとき取ったわけ

ですね。それで 5番目がいちばん大事なんですけども、

これから我々だけでこの廃櫨みたいな街を復興させる

にはどうしても女性に働いてもらわないといけない。

ということで、いちばん最初にやったのは、女性が働

けるような保育園や、それから学童保育なんてありま

すが、とにかく、女の人たちが子供を預けて 5時まで

働いて帰ってきたときまで、子供が安全な生活を送っ

ているようなことをまず最初に市が始めるんですね。

ボローニャにに行ってみるとわかりまけど、郵便局長

やら銀行の支庖長なんか全部女性です。男性は何をし



ているかというと、パリ島みたいにニワトリを戦わせ

ている…・・・て、そういうんじゃないんですよね。全部、

地下に潜っている。 日IJにほんとに地下に潜っているわ

けじゃないんですが、さっきの工場の例で、言いますと、

これ名古屋大学の佐々木雅幸先生といったボローニャ

の専門家で、その方から教わったんですが、 1924年に

ACMAっていうアクマっていうですね、包装機械の

工場があったんですね。ホウソウ機械っていうのは物

を包むんですね、機械です。キャラメルが出来てくる

のを機械が紙で包んでいく、そういう物を包む機械の

会社がありまして、さっきも言いましたように、これ

はどんどん大きくなるわけです。すごく質のいい、精

密工業地帯ですから大きくなっていく、イタリア政府

は意地悪して、全然ここになんにも注文してこないん

ですね。イタリア政府はわざわざ他の所へ注文する、

外固まで注文して、ここをシカトするわけです。そこ

の物は、おまえら縁を切ったんだから金戻さないかぎ

り、おまえたちの作る物はいっさい買わないぞ。って、

意地悪をずーっとするんですが、このアクマっていう

会社が大きくなって、 300人以上の従業員になってく

ると、これ工場大きくできないんですよ。最初に決め

た市民憲章のせいで。

どうなるかといいますと、このアクマの基本技術は

そっくいり引き継いで 9人以上の人たちが集まると組

合が作れるのです。組合都市ですから、組合を作って、

この技術はそっくり親会社のをもらうんです。しかし、

同じ製品は作らないんですね。そうしてくると、固形

スープの素の包装を例えば、ホラッツアっていう会社

が始めるわけです、 9人で。アクマっていう工場が大

きくなって300人も超えそうだっていう時に、その中

で9人ぐらいが、同志が集まって別の組合会社を作っ

て、親会社の物を包む機械の原理はそっくりいただき

ながら、違う機械を作っていくわけです。固形スープ

の素の包装をホラッツアというのが1952年に作ります

ね。ここが大きくなるんです。そうすると、グランディっ

ていう避妊具包装会社を1970年に作るわけです。固形

スープの素の包装会社がまた大きくなったので、その

中の有志が……どういう有志かわかりませんが、コン

ドームを包む機械の会社を始めるわけですね。

それからホラッツアという会社はまた分かれて、セ

ロハン包装とか、物を包む原理を利用しながら、対象

を違えてどんどん網の目みたいに広がるのです。結局

このアクマっていう 1924年に出来た精密包装機械会社
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のネットワークは今35社くらいあるわけです。それが

全部ボローニャの街の中にあるわけです。

かつて、ボローニャというのは、イタリアで一番貧

しい街だったんですね。全然政府から援助が来ません

から貧しかったんですが、 1970年代の始まりくらい

には、イタリアでいちは、ん実入りのいい、収入のいい

ベスト 3に入ってきたんです。今投票しますとボロー

ニャに住みたいって言う人が圧倒的に多いんですよね。

文化あふるる街ボローニア

市民の収入が良くなってきて、市の儲けとして一時

期みんな税金を40パーセントくらい納めていたと思う

んです。そうやって町の壊れた所を修復して、ずーっ

と整備していくと、最初にボローニャ歌劇場というの

がすごい評判を取りだすんですね。ミラノのスカラ座

よりちょっといいっていうような感じになって、段々

おらが町の自慢というのが少しずつ出てきて、あると

きですね、クワルティーエルという 19の評議会が一致

したのは、我々ボローニャ市民の思想や生活感情やす

べてを何かで、表現したいと。そして、何がいいだろう

というので演劇にしよう、芝居にしよう、と決めるわ

けですよ。そして、ローマで若い演劇人がいたんです

ね。役者で作者で演出家で、なんかドタパタでおもし

ろいことやっているダリオ・フォーっていう若い劇作

家、演出家、俳優を日本でいうと誰でしょうね? 明

治大学出身の唐十郎さんをもっとわかり易くして、明

るくしたような(笑)、若い演劇人がいたのです。そ

れをボローニャに引き抜いてくるわけです。

それで、彼にこの市民の意識を芝居にして欲しいと

頼みます。

町の歴史的建造物なんかのいいところの内部を、外

は変えませんけど、中を劇場にして、自由なことをや

らせたわけですね。

彼がやったのはドタパタ喜劇です。

このボローニャの人っていうのは、ローマ中央政府

にはもう一触即発の戦争状態ですから、自分のところ

の製品も買ってくれなければ……元々は自分たちがやっ

たことなんですが、それで、このダリオ・フォーとい

う人は、その中央政府の批判をコントにするわけです

ね。 15分くらいのコントを 1日4本くらい作るわけで

す。
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みんな勤めが終わって、そのダリオ・フォーの劇場

にパーツとみんな行くと、中央政府が今日、例えは、首

相が失言したとか、ちょっと外交上の秘密を漏らしたっ

ていうことを徹底的なドタパタにして、大うけになっ

て、何回も向田もボローニャ市民がつめかけて来まし

た。イタリアに国営放送が無いというがありますけど、

それがあんまりおもしろいんでそれを全国放送しだし

たんですね。

毎日15分間の帯にして、これがもう大ヒットして、

日本には来なかったんですけど、ヨーロッパ全部へ流

れています。イタリアの偉い政治家は、もうみんなけ

ちょんけちよんですね。それで、現在ボローニャには

人口50万のところに、劇場が20あります。 20あって、

市民たちは芝居をいちばん楽しみにして、もちろん美

術館もあれば、ボローニャ歌劇場もあれは¥コンサー

トホールもボローニャ市立交響楽団ですとか全部ある

んですが、そういうのもひっくるめて、演劇が自慢で、

一挙に演劇都市になっちゃうわけです。ミラノにテア

トルピッコロという優秀な劇団がありますけど、それ

と、このダリオ・フォーの劇団というのは、イタリア

でどっちかっていうくらいものすごい人気が出て、

1998伝一昨年のノーベル文学賞を、この夕、リオ・フォー

がもらいました。つまり、ノーベル文学賞というのは

作品がいいだけではダメなんです。社会的な活動をし

ないともらえないような方向へなりつつある。つまり

読者と一緒に、この世の中に対して疑問を持ったり批

判をしたり、綾言をしたりしながら、読者と一緒に世

の中を少しでも良くしようというのが作家の仕事なん

ですよね。それを声で言う代わりに作品でやったり、

このダリオ・フォーのように演劇をボローニャに…つ

まり生活を演劇化してしまうわけですよねO そういう

功績で、ノーベル文学賞というのは決まっています。

今年は中国の亡命作家です。これは政治的だと言われ

てますけど、もらえなかった人はみんな政治的だ政治

的だって言ってるんですけど。

そうやってダリオ・フォーという人は、町の人たち

に、良質な、楽しい演劇的な時聞をつまり、与えて、

その街の人達の自由時間がそれですごく楽しくなった

わけです。そういうことを認められてノーベル賞がダ

リオ・フォーに行ったわけです。、僕はそのダリオ・

フォーがなぜノーベル賞を貰ったんだろうと思って調

べ始めて、結局そういう町の背景に辿り着いたんです。

またボローニャの人たちは、色々憲章を作っていく
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んです。我々の新しい時代の建築物もあるはずだ。古

い建物だを守っているだけが能ではないというので、

旧市街地と、それから新しい開発というか建物が建っ

てる聞に、これこそ20t世紀後半のイタリアのボローニャ

の人たちの建築物だというので、新しいとんでもない

のを建てていくわけですね。前の物は壊さずに、自分

たちの表現はきちっとする。ですから。どこでもみん

なそうでフィレンツェなんかみんなピンク色の壁にし

て、瓦も全部同じでしょ?みなさんいらっしゃったら

すぐわかりますよね。なんか街全体がピンク色にパーツつ

となって。

あそこでは、つまり人が見るところは、公なんです

よ。ここはウチの敷地だからどんな物建ててもいいん

だって、それはダメなんですよね。つまり風景ですね。

その街の風景というのは、みんなの物であって、そこ

にたまたま建てた人の物ではない。

ボローニャの中心に、歴史的建造物って、昔からの

建物がたくさんあって、それをきちっと修復して、中

はどうなっているかといいますと、中はみんなアパー

トになっています。すごくいいアパートになって、ワ

ンルームで、そこに住んでいるのは学生と、それから

老人です。つまり街のど真ん中に、いちばんいい所の

建物の中に、若い、これから勉強して世の中に出て行

く学生たちの、アパートと、それから仕事を終えて、

これから奥さんと 2人で余生を楽しもうという老夫婦

とか、老人たちがそこに住むんですね。そうやって日

本のように企業が事務所を作ると千代田区みたいに夜

の人口 3万人で、昼間の人口200万とかいう、そこへ

通うだけでものすごい大変になるのです。あそこでは、

そういうことは全然起きないですよね。中心地に、こ

れから世に出る人と、これから世を去る人たちが一緒

に住む。で、その人たちが結局みんな外へ食べに行っ

たり、学生は学生で生き生きして、友達が来て騒いだ

り、それと老人たちが来たりして、そういうこともちゃ

んと市は考えてるわけですよね。そこで生きて行く時

間というのは少なくとも、私が見る限り、調べる限り、

日本の私たちの持ってる時間よりは、ずーっと質がい

いですね。だって、 5分も歩けば必ず劇場があって、

その劇場も、児童用の劇場と、大人用の劇場がセット

になってるんですよ。ですから、子供連れのお父さん

お母さんが、芝居見たいっていう場合に、どこに子供

を預けるなんて考える必要ないんです。一緒に出掛け

て行って、隣の児童康1]の専門の小屋に子供たちを送り



込むんです。「いってらっしゃい。お父さんとお母さ

んは、ここが終わったらちゃんと迎えに出てるからね。」

って、それで、お父さんとお母さんは、隣の大人の劇

場に入るわけですが、必ず大人の劇場の方が早く終わ

るようになってるんです。出てきて待ってると、この

児童劇場の中では人形劇lを二つ分けたり、おやつの時

間や、歌の何かっていうんで、プログラムを組んで必

ず大人の劇場より遅く終わるようにしてあるわけです。

ですから子供の立場から見ると、お父さんお母さんに、

今日は楽しんでらっしゃいっていう風に送り込まれて、

終わって「ああ~、おもしろかった !Jって出てくる

と、お父さんお母さんが待っているわけです。そうい

う風に、もう演劇都市として、もう徹底したわけです。

それで、同時にさっき言いましたが、ボローニャ歌

劇場というのは、今はミラノを完全に追い越して、行っ

てみますと、世界ーの歌劇場になりました。そうやっ

て街全体が変わって、イタリアの人、それからヨーロッ

バの人はみんなアンケート取るとボローニャに住みた

いと言うようになったのです。老後はボローニャに行

きたいという声が圧倒的に多いのです。

今ボローニャというのは、収入はイタリアで一番で

すよね。非常に豊な県になって、中央政府と依然とし

て口を聞いてないですけど。そういう機会から何が始

まるかといいますと、この間おもしろいと思いました

のは、スピルパーグがロサンゼルスに黒津明の専門映

画館を作る、ということになりましたよね。もう去年

くらいです。

とにかく、スピルパーグもルーカスもみんな黒沢明

が大好きで、黒津明で映画のおもしろさを知って、何

回も見て、「スターウォーズ」なんて「隠し砦の三悪

人」ですよね。ジェダイというのが出てきますけど、

あれ、時代劇のジダイですから、英語風に言うと「ジェ

ダイ」になっちゃって。それで、黒津明の映画をロサ

ンゼ、ルスの人達が毎日見れるようにしたいというので、

自分達で映画館を作って……日本の映画界はやらない

でしょ?そんな、いくら儲かっても。儲かった時代あっ

たんですから。スピルパーグが東宝から黒海明のフィ

ルムを送ってもらうときに、実はボローニャを経過し

てくるんですよね。ボローニャはそういう精密機械の

本場ですから、若い人たちがおもしろ半分に古い映画

の修復をしているうちに、世界ーのフィルム修復セン

ターが出来ちゃったんです。キネテカっていう会社が

出来て、だから世界中の無声映画とか、ボロボロの映
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画が全部ポローニャに運ばれて、そこできちっとした

物にもう一度修理し直して、それで黒津さんの映画の

場合は、そこからロサンゼ、ルスのスビルパーグの映画

館に行くのです。

また、ボローニャは世界ーの義子義足センターなんで

す。義手や義足をここで注文すると、そんなに高くな

いんです。最高のものがここで出来てきます。 そう

やって精密機械が色々な枝分かれをしながら、そのボ

ローニャの街の中に実はネットワークであって、しか

もこれ学問の街で学生さんが 9万人もいて、人口50万

の中に 9万人も学生さんがいて、更に農業の集散地で、

ボローニャのスパゲッティなんかもあるでしょ?ミー

卜ソースなんかあそこですしね。まあ食べ物のうまい

所です。

それで、そうやってそこの値打ちが上がっていく。

結局はボローニャに住んでることが、つまり、そこの

人にとっては誇りなわけですよ。わざわざ出掛けて行

く必要ないわけですね。 だからビル・ゲイツもシアト

ルにたくさん寄付をして、奨学資金もそうです。勉強

しようという高校生、大学に行く間ちょっと 2、 3ヵ

月勉強しようなんてそういう施設も全部シアトルに建

てていって、結局自分たちの生まれた所、あるいは縁

あって住み着いた所をみんなでお金のある人はお金を

出し合って、それから金が無くても、時間のある人は

そこに自分の労働力をそこへつぎ込んで、自分たちの

所をうんと良くしていくわけです。そうしていって、

つまり余暇の時間をそこにいるだけで、すごく質のい

い余暇の時間をそこで創造できるような装置を作って

いくわけですよねO わざわざ余暇だって言って、汽車

に乗ってどこかへ行って、みんなにもまれて疲れて帰っ

て来る、金も使って帰って来る、そういうんじゃなく

て、自分たちのいる所の生活の質をうんと向上させて、

おもしろい、楽しい、そういういい街にしていって、

そこに住んでいること自体が、生活と同時に余暇が同

時にあって、他の人たちがそこへ実は、休みを過ごし

に来るみたいな、そういう逆転した考え方を作ってい

くわけです。これは私たちはちょっと勉強してもいい

んじゃないかな。と思いますね。

結び

「青い烏」じゃないですが、余暇をつぶすために、
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消費するために、どこかよそへ行って、巨大企業の装

置の中へはまっていく、という方向も、もちろんたま

にはいいでしょうが、そうではなくて、白分たちの住

んでいる所の生活の質、生活の時間が非常に良質で、

そこにいるだけで楽し L、。サッカーとか野球も全部そ

うです。フランチャイズっていうのは全部そうですよ

ね。俺たちの街が世界でいちばんだ。宇宙でいちばん

いい街なんだ。っていう風にみんな思っているからそ

のチームを応援するわけです。アメリカのプロ野球な

んかもそうですよね。市民たちが一生懸命応援してい

く。 それもまあ一種の余暇、余暇の過ごし方ですね。

とにかく自分達がパトロンになって劇団も持つ、オ

ペラ団も持つ、劇場も持つ、サッカーチームも持つ、
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野球チームも持つ、それで楽しみ事も起きますし、そ

こで生きてること自体が楽しい。という風にしていく

のが実は最終の目標ではないでしょうか。 今の日本

人のように、余暇はあちこちに移動して行って疲れて

帰って来るレジャーの有り方というのは、結局は大き

な資本に自分たちの大事な時聞を吸い取られて、非常

に質の悪い時間を過ごしているというような気がして

仕方がありません。

ということで、今日の話しはおしまいであります。

これからも、先生方と協力して、色々なことをみなさ

んと考えたいと思いますので、ひとつよろしくお願い

します。どうもご清聴ありがとうございました。

(文責編集委員会)




